
キックオフシンポジウムは、環境ビジネスに係る産学官民から成るネットワーク

の新たなスタートを切る機会とするとともに、地域の産業・行政・研究機関・市

民が一堂に会し、環境分野の最新動向や先進事例の共有、意見交換会を通じてこ

れからの環境ビジネスの可能性をともに探る場とします。

また地域課題の解決や持続可能な発展に向けた産学官民の連携のあり方を模索

し、新たなビジネスの創出につなげることを目指します。

しが環境ビジネス推進ネットワーク
キックオフシンポジウム

  
 

新たなステージへ！
しが発・産学官民で世界へ挑む

環境ビジネスの新展開

参加無料（定員100名)

13:30
16:30
(開場 13:00)

主催：滋賀県・一般財団法人自治総合センター

滋賀県大津市におの浜 1-1-20
ピアザ淡海 3 階大会議

※シンポジウム開始前と終了後にはパネル展示と参加者間交流を予定しております。
※基調講演およびパネルディスカッションのテーマは変更になる場合がございます。

『環境政策の最新動向について』
　　環境省大臣官房総合政策課  環境計画室 室長  黒部　一隆氏

『ゴミ清掃員の日常から見えてくる社会問題』
　　マシンガンズ　滝沢　秀一氏

基調講演１ 基調講演 2

『環境分野における滋賀県のポテンシャルと環境ビジネスの可能性』

パネルディスカッション

2025
09/02
-Tue-

参加
申込は
こちら



マシンガンズ

滝沢　秀一　氏

 平成 25 年 3 月に「しが水環境ビジネス推進フォーラム」を産学官民連携のプラットフォームとして発足し、水

環境ビジネスの最新動向や先進企業の取り組みに関する情報提供、具体的なビジネス案件の形成や共同開発など

様々な取組を進めてきたところです。このたび、循環型社会への移行や脱炭素化など世界的な潮流を踏まえ、環

境分野全般を対象とした産学官民連携のプラットフォームに拡大し、本県経済の更なる成長と滋賀の技術の世界

への展開を目指し、「しが環境ビジネス推進ネットワーク」と名称を改めてキックオフします。

開催の背景

登壇者プロフィール

申込方法 アクセス

環境省大臣官房総合政策課
環境計画室　室長

黒部　一隆　氏

2003年環境省入省。国と地方による官邸会議などの運営を担当。サーキュラーエコノミーの企
画官を経て、2023年龍谷大学に学長補佐として出向。2024年7月より現職。環境政策の最上位
目標を「ウェルビーイング」とした環境基本計画及び環境教育（ESD教育）を担当。人流デー
タを用いたサステイナブルなまちづくりを各自治体と連携して推進中。

お笑い芸人兼ごみ清掃員１９７６年生まれ、東京都出身。
東京成徳大学在学中の１９９８年、西堀亮とお笑いコンビ「マシンガンズ」を結成。２０１２
年、妻の妊娠を機に、ごみ収集会社で働きはじめ、ごみ収集の体験をもとにSNSや執筆、講演
会などで発信している。２０１８年、エッセイ『このゴミは収集できません』（白夜書房）を
上梓したあと、漫画『ゴミ清掃員の日常」（講談社）、『ごみ育』（太田出版）などを出版。
２０２０年１０月、環境省『サステナビリティ広報大使』に就任。

お手持ちのスマートフォン等で、下記のQRコードを
読み取り参加申込フォームをご入力ください。

※しがネット受付サービスのリンクへ移動します

[締め切り]
パネル出展者　　　　8月22日(金)
シンポジウム参加者　8月29日(金)

◆お問い合わせ先

滋賀県商工観光労働部商工政策課

〒520-8577 滋賀県大津市京町四丁目1番1号

電話  : 077-528-3713

Email : fa0002@pref.shiga.lg.jp

【近隣からの所要時間】
●JR大津駅から京阪・近江バス
　　［草津駅西口行］または［石山駅行］
　　「大津署前」下車 約10分
●JR大津駅からタクシー約5分

●JR膳所駅から徒歩約12分
●京阪電車石場駅から徒歩約5分
●名神大津インターから約7分
●地下駐車場77台（有料）
　 


